
城西小学校だより 令和６年度 第９号（夏休み前Ａ号） 令和６年 ７月８日発行

赤穂市立城西小学校

〒678-0244

赤穂市城西町41番地

℡ 0791-42-0698

文責：北里 浩士

毎週見ているテレビ番組があります。お笑い番組でもなく…、歌番組でもなく…、ドラマ

でもありません。アニメの「サザエさん」です。気が付けば…、サザエさんがジャンケンを

しているくらい、３０分が短く感じます。誰かを傷つけるような話もなく、クスッと笑える

ような温かさが大好きです。花沢さん、穴子さん、ノリスケさん…、登場するキャラクター

も個性的です。サザエさんの話の中には、最後の部分に「オチ（笑える部分）」があります。

毎年、「あー、今年もか…」というお話があります。それは、８月３１日に、お父さんとマ

スオさんが、カツオくんの宿題を手伝っているシーンです。（カツオくんの父）波平さんは、

夏休みのギリギリまで宿題をしているカツオくんに対して、「まったく、何をやっているん

だ！」と叱りながらも、カツオくんを手伝っている姿を見ると、クスッと笑ってしまいます。

さて、もうすぐ、夏休みです。（今年も？）（今年は？）（今年こそ？）夏休みの宿題を早く

終わらせたいですね…。

夏休みを前にして、次のようなお話をしたいと思います。

○夏休み前Ａ号・・・読書のお話

○夏休み前Ｂ号・・・情報モラルのお話（スマホやパソコン使用の注意）

○夏休み前Ｃ号・・・命を守る取組（不審者、交通安全等）

今回（Ａ号）は、読書のお話です

本を読むと、どのような「良いこと（効果）」があるのでしょうか？
（いろいろな効果がありますが、２点にしぼります。）

①想像力が豊かになる

読書をしている時には、文章から全ての情報を読み取ること

になります。その文章から、場面の様子を想像することが必要

な場合もあります。想像するということは、自分以外の人の心

に共感する思いやりを持つことにつながります。また、相手の

気持ちに寄り添える、「精神的な成長」も期待できます。

（裏面に続きます）

しろっこだより



②コミュニケーション能力が高まる

知識や教養が深まり会話の引き出しが増えることは、スムーズなコミュニケーション

につながります。

では、具体的にどのような取組をすればよいのでしょうか？

①少しでも楽しめるように…

表紙、文字の大きさ、ページ数等、子どもが楽しんで読め

るような本（内容）をお薦めします。タイトルを聞くだけで

もワクワクすることがあります。

お家の方の「読み聞かせ」もいいですよね。

②いきなり欲張らない…

いきなり長時間の「読書」は期待できません。

５分でも１０分でも、毎日「読書」を続けることが大切で

すね。

③読んだ記録が残ると「頑張り」が見えます。

１ページを読むと、「シール１枚」とか「１ポイント」に

すると、読書記録が見えて、次の意欲につながります。

最後に、こんな記事も…（就寝前の読書で気を付けること）

ただし、スマートフォンやタブレットで電子書籍を読むのはやめましょう。

ブルーライトによる刺激が睡眠の質を低下させる懸念があります。就寝前の

読書には紙の本を選ぶと効果的です。

【読書が大好きな 芦田愛菜さん の言葉】

「私にとって本っていうのは、物心ついたころからいつも隣にあって、私の
世界を広げてくれる存在です。本を開けば、そこには自分の人生とは違う人生
だったり、世界だったりが広がっていて、それを感じられるのが本当にすごく
楽しくて、いつも時間を忘れて読みふけってしまっています。」

せかいいちしあわせなクマのぬいぐるみ 検 索

（紹介文には、このような文が…、図書館にあるのかな…？）

メアリー・ローズは、おこづかいをためてクマのぬいぐるみを買い、

とてもかわいがっていました。

ところがある日、大事なぬいぐるみを電車に置き忘れてしまったの

です！

ぬいぐるみは、何人もの子どもたちの手に渡りますが…

クリスマスにおこった、小さな奇跡の物語。


